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代表取締役社長の本間でございます。
本日はお忙しいところご出席いただきまして誠にありがとうございます。
2019年3月期 第2四半期決算の概要についてご説明します。
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（説明省略）



（説明省略）
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まず、第2四半期実績の概要についてご説明します。

全体を総括しますと、国内事業が引き続き好調なことに加え、EMEA・中南米における
規模拡大等により、ご覧の全ての項目について対前期比でプラスとなっており、通期業
績予想に対して順調に進捗しています。

受注高については、前期からの反動減が公共・社会基盤で出ていますが、金融及び
EMEA・中南米における好調な受注により、対前期比でプラスとなっています。特に
EMEA・中南米は第２四半期でも大きな伸びとなっており、好調を維持しています。

売上高については、法人・ソリューションを中心に、国内事業が引き続き堅調に推移し
ていることに加え、EMEA・中南米におけるオーガニック成長によって拡大し、対前期比
で更に伸びています。

営業利益につきましては、一部不採算の影響はあったものの、増収に伴う増益等によ
り、対前期比でプラスとなっています。



（説明省略）
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ここからは各項目の増減状況をご説明します。
まず、受注高ですが、公共・社会基盤は対前期比のマイナス幅が大きく見えています
が、これは前期からの反動減によるものであり、想定通りの動きです。

金融は、銀行向け案件の獲得が順調に進んでおり、好調を維持しています。

法人・ソリューションは、昨年10月に発足したNTTデータMHIシステムズの連結拡大影
響等により製造業向けビジネスが順調に伸びています。

北米は対前期比マイナスとなっていますが、ヘルスケア向けサービスの大型案件を
はじめ、新規顧客からの受注案件が出てきており、引き続きパイプラインは改善傾向に
ありますので、イノベーション投資や営業力強化の取り組み効果が出始めていると考え
ています。今後、パイプライン上にある案件の確実なクロージングを行い、受注高拡大
をめざしていきます。

EMEA・中南米は、３つの事業会社がいずれも好調を維持しており、特に欧州での案
件獲得が増加しています。
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次に、売上高の状況です。
公共・社会基盤は、中央府省及びテレコム業界向けサービスの規模拡大で増収と
なっており、引き続き堅調です。

金融は、前期における銀行向けビジネスの反動減があったものの、協同組織金融機
関向けビジネスの増収もあり、前年並みを確保できており、こちらも堅調です。

法人・ソリューションは、受注高と同様に連結拡大影響もありますが、製造業や流通業
の幅広いお客様からの売上が着実に伸びています。

北米は、前期の受注減等の影響により減収となっていますが、これはほぼ想定通りの
動きです。第１四半期に比べて第２四半期は減少傾向に歯止めがかかってきましたの
で、今後の受注拡大によってボトムアウトさせていきたいと考えています。

EMEA・中南米は、everisを中心に、特に欧州での売上が伸びており、引き続き順調に
オーガニック成長が続いています。
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次に、営業利益の状況です。

増収となっている法人・ソリューションとEMEA・中南米は増収に伴う増益、金融は売上
高と同様に前期並みとなっています。

公共・社会基盤は増収に伴う増益影響はあるものの、不採算の影響により前期並み
の水準となっています。

不採算は全社で累計74億円発生していますが、その大部分は前期に公共・社会基盤
において発生した不採算案件への追加引き当てです。更なる追加引き当ての発生抑止、
最小限化に向け、引き続き全力を挙げて対応していきます。

北米は、減収に伴う減益はありましたが、コストコントロールやPMI費用の減少等によ
り、前期並みの水準を確保しています。こちらも改善傾向にありますので、今後、引き続
きコストコントロールを行っていくとともに、売上高の改善によって利益も改善していきた
いと考えています。
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（説明省略）
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（説明省略）
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（説明省略）
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（説明省略）
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（説明省略）
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続きまして、中期経営計画の進捗状況についてご説明します。
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まずは現中期経営計画の目標値について、改めてご説明します。

当社は、「NTT DATA：ASCEND (Rise and grow our global brand)」というスローガンを
掲げ、2018年度に、連結売上高2兆円超、新規領域への投資を除いた調整後連結営業
利益を2015年度比50%増にすることを目標としています。
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その目標に対する現時点の達成状況をご説明します。

現中期経営計画策定後、売上高も営業利益も順調に推移しています。

引き続き、中期経営計画最終年度である2018年度での目標達成をめざします。
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更なる成長のためには、規模の大きい市場、及び成長率の高い市場におけるビジネ
スの拡大が欠かせません。

北米やヨーロッパにおいて、市場規模が大きいにも関わらず、当社のシェアが低い地
域については、M&Aや強みづくりを推進し、ビジネス規模の拡大を図っていきます。
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「リマーケティングの更なる深化」の具体的事例として、全国銀行資金決済ネットワー
ク様へ提供中の全銀システムについてご紹介します。

当社は、1973年のシステム稼動開始以来、取引を停止させることなくサービスをご提
供し、お客様との信頼関係を構築してきました。
この度、「モアタイムシステム」が2018年10月9日に無事にカットオーバーを迎え、参加
金融機関様においては24時間365日いつでも振込・即時入金が可能となっています。

お客様業務に対する深い理解を活かした大規模プロジェクトであり、お客様とともに新
しい社会のしくみを創出した事例となります。



続いて、先進技術を活用し、お客様へ新たな価値をご提供した事例です。
2020年の東京オリンピック・パラリンピックに向け、空港利用者は日々増加しており、
よりスムーズな館内案内が必要となっています。こちらは国内の空港で初めてとなる
「地磁気」を用いたナビゲーションサービスであり、2018年9月20日より成田空港様に提
供しています。

これまで、GPSでは屋内の正確な位置特定が困難でしたが、地磁気を用いることで、
屋内においても精度の高い位置特定が可能になります。
本件は、地磁気での屋内測位技術に強みを持つ海外のスタートアップ企業「GiPStech
（ジップステック）社」と連携してサービスを実現しています。
今後は、更なるサービスの高度化に加え、公共交通機関や大規模屋内施設を持つお
客様向けにサービス展開を図り、事業の拡大をめざします。
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こちらは国内のグループ会社の事例のご紹介です。

近年、企業における働き方改革への取り組みが高まっていますが、当社はお客様の
業務プロセスの効率化、自動化を実現するための製品・ソリューションの提供に注力し
てきました。

その代表例である業務改善ソリューション「intra-mart（イントラマート）」や、クラウド対
応ERPパッケージ「Biz∫（ビズインテグラル）」は、皆様から大変ご好評をいただいてお
り、2018年9月末時点で、6,500社を超えるお客様にご利用いただいています。

今後は全国200社以上のパートナーと連携しながら、IoTやRPA、AI等のデジタル技術
を活用し、お客様の更なるビジネス拡大と企業価値創造に貢献できるよう、製品の強化
に努めていきます。
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こちらは北米における事業のご紹介です。

NTT DATA Servicesは、米国を拠点とする医療保険会社と7年間の大型BPaaS（ビー
パース：ビジネス・プロセス・アズ・ア・サービス）契約を締結しました。
北米で50年近くにわたり医療保険サービスを提供している、新規のお客様です。

これは、NTT DATA Servicesの強みである、医療保険分野のアプリケーションマネジ
メントサービス、BPO及びインフラ保守管理業務の豊富なサービス提供実績が評価され
た結果です。
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もう1つ欧州事業の事例をご紹介します。

Vodafone Italia社が立ち上げた”ho（オー）”というセカンドブランドに対し、当社はその
事業内容やプロセス、しくみをデザインし、構築しました。

こちらは検討開始からわずか8カ月という短い期間でサービスを開始しており、お客様
から高い評価をいただいています。

マーケットの動向やスピードに追随し、お客様のビジネス上の課題を解決したデジタ
ル案件の代表的な事例となります。



続いて「技術革新による価値創造」の取り組みをご説明します。
まずは「生産技術革新」に関わる取り組みです。

デジタル時代では、様々な知見が必要になります。当社は、グローバルレベルでの知
見の集約と活用を推進するために、グローバル共通の研究拠点を組成し、お客様のデ
ジタル化を支援しています。

具体的には、開発スピードの更なる向上を実現するアジャイル開発基盤、カスタマー
エクスペリエンスを追求するデザイン技術、様々な領域で活用が進むブロックチェーン
技術等において、グローバルでの連携を加速しています。
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続きまして、「最先端技術の活用」についてです。

当社では、お客様のデジタル化を実現するための技術領域である「デジタルフォーカ
スエリア」を定めています。AI、カスタマーエクスペリエンス、セキュリティ等、各技術領
域の強みを磨くとともに、お客様にとって最適なソリューションを提供しながら、お客様
のイノベーションを創出していきます。
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ビジネスプロセスの変革としてAIを活用した事例をご紹介します。
こちらは、アメリカのグループ会社NTT DATA Servicesが持つ医療アーカイブソリュー
ションのデータを活用した実証実験です。
従来、放射線科医が目視で行っていた医療画像診断をAIによって診断するものです
が、従来の診断結果を上回る、網羅的な診断が可能であると判明しました。

今後は国や地域による疾病の違い等に対応し、グローバルでのソリューション展開を
めざします。
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以降は事業トピックス及び、数値情報等を記載しておりますので、後ほどご覧いただ
ければと思います。

私のプレゼンテーションは以上とさせていただきます。ありがとうございました。
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